
一般質問（2）

第 38 号（5）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

質
問　

商
品
券
発
行
に
関
し
て

の
全
体
的
な
仕
組
み
は
。

答
弁　

商
業
振
興
策
と
し
て
商

工
会
と
連
携
し
、
総
額
３
億
３

千
万
円
の
商
品
券
を
発
行
す
る

が
、
概
要
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

意
見　

他
市
で
は
種
々
工
夫
を

し
て
い
る
。
市
は
商
工
会
任
せ

で
な
く
、
商
工
会
と
協
力
す
る

体
制
を
と
り
、
努
力
す
べ
き
だ
。

多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て

質
問　

市
内
居
住
の
外
国
人
、

特
に
子
供
た
ち
に
日
本
の
言
葉

や
生
活
習
慣
を
ど
う
教
え
る
か
。

ま
た
、
日
本
の
小
中
学
生
が
外

国
へ
行
っ
て
、
自
然
に
生
活
で

き
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

市
内
に
は
60
カ
国
以
上

3
千
215
人
の
外
国
人
が
居
住
し

て
い
る
。
日
本
語
授
業
が
必
要

な
児
童
生
徒
に
は
、
放
課
後
に

日
本
語
の
習
得
や
生
活
習
慣
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　

国
旗
・
国
歌
に
敬
意
を

払
う
こ
と
は
、
国
際
的
な
礼
儀

で
あ
り
我
が
国
で
も
学
校
で

し
っ
か
り
と
教
え
る
べ
き
だ
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

質
問　

多
摩
直
下
型
地
震
は
、

冬
の
18
時
、
Ｍ
7.3
で
発
生
し
た

と
の
想
定
だ
が
、
火
災
に
よ
る

被
害
は
、
出
火
14
件
、
死
者
１

人
、
負
傷
者
４
人
と
い
う
被
害

想
定
は
少
な
過
ぎ
な
い
か
。

答
弁　

都
の
防
災
計
画
を
前
提

に
し
た
。
当
市
は
、
震
源
断
層

か
ら
外
れ
、
震
度
６
弱
で
あ
る

が
、
ち
ょ
っ
と
粗
い
部
分
が
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

市
長
は
、
前
任
期
中
、
事
業

の
見
直
し
を
掲
げ
な
が
ら
、
見

直
さ
ず
、
そ
れ
を
成
果
と
し
て

市
長
選
を
戦
っ
た
。
一
方
、
市

長
が
勇
気
を
持
っ
て
特
別
職
報

酬
を
改
正
し
た
の
は
理
解
す
る
。

質
問　

市
長
は
、
「
エ
コ
プ
ラ

ザ
」
を
不
要
不
急
な
公
共
事
業

と
し
て
い
た
が
、
抜
本
的
見
直

し
は
で
き
た
と
い
う
の
か
。
施

政
方
針
で
は
、
完
成
し
た
こ
の

施
設
を
重
要
な
施
設
で
あ
る
か

の
よ
う
に
思
わ
せ
て
い
る
が
。

ま
た
、
選
挙
で
何
を
訴
え
た
の

か
。
多
く
の
課
題
・
問
題
に
対

し
、
今
後
４
年
間
の
決
意
は
。

市
長　

だ
れ
も
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

質
問　

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
施
行
後
１
年

が
経
過
す
る
が
、
そ
の
成
果
は
。

市
長　

旧
指
導
要
綱
を
条
例
化

し
た
こ
と
で
、
法
的
な
根
拠
と

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で

あ
る
。
大
規
模
事
業
開
発
等
に

お
い
て
調
和
の
と
れ
た
開
発
が

な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

３
・
２
・
６
号
線
（
調

布
保
谷
線
）
は
、
青
梅
街
道
か

ら
新
座
市
境
の
間
で
17
カ
所
の

横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
と
聞

く
。
市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も

変
化
し
、
完
成
後
の
変
化
が
想

像
で
き
な
い
。
市
民
に
理
解
い

た
だ
く
方
法
は
あ
る
の
か
。
事

業
者
で
あ
る
東
京
都
と
の
か
か

わ
り
は
。

市
長　

環
境
施
設
帯
を
ど
う
し

て
い
く
か
等
、
市
民
の
意
見
を

東
京
都
に
上
げ
て
い
き
た
い
。

調
布
保
谷
線
に
つ
い
て

質
問　

３
・
２
・
６
号
線
（
調

布
保
谷
線
）
全
体
の
接
道
及
び

信
号
設
置
等
の
地
域
要
望
が
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

３
・
２
・
６
号
線
の
接

道
に
か
か
わ
る
地
元
対
応
に
つ

い
て
は
、
影
響
の
あ
る
地
権
者

の
方
々
と
調
整
を
す
る
予
定
で

あ
る
。
計
画
変
更
の
場
合
は
情

報
提
供
す
る
。

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
に
つ
い
て

質
問　

東
京
都
の
施
策
で
あ
る

所
得
制
限
を
堅
持
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
市
単
独
と
し
て
制
限

を
撤
廃
し
、
無
料
化
す
る
の
か
。

市
長　

こ
の
事
業
は
東
京
都
の

補
助
事
業
で
あ
り
、
都
か
ら
制

度
が
示
さ
れ
た
後
、
提
案
す
る
。

経
済
状
況
対
応
策
に
つ
い
て

質
問　

市
民
生
活
安
定
に
向
け

平
成
21
年
度
予
算
の
施
策
は
。

市
長　

雇
用
対
策
と
し
て
、
職

員
の
前
倒
し
採
用
の
ほ
か
、
11

事
業
で
約
１
億
円
規
模
で
あ
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

質
問　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
起
債
に
つ

い
て
の
議
論
は
あ
っ
た
の
か
。

市
長　

市
債
の
借
り
入
れ
に
つ

い
て
は
、
市
債
残
高
を
考
慮
し

計
画
的
に
借
り
入
れ
る
。

ニ
ー
ズ
に
合
う
公
共
施
設
を

意
見　

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
、

従
来
と
違
っ
た
価
値
観
の
公
共

施
設
を
東
伏
見
に
。
市
民
団
体

や
商
業
者
、
学
生
の
ま
ち
づ
く

り
交
流
の
場
な
ど
、
公
共
施
設

の
新
し
い
あ
り
方
を
検
討
せ
よ
。

市
長
選
挙
に
つ
い
て

質
問　

現
職
の
市
長
と
し
て
恥

ず
か
し
い
選
挙
を
し
た
の
で
は

な
い
か
。
現
職
は
、
実
績
や
政

策
で
選
挙
を
し
、
市
民
の
評
価

審
判
を
受
け
る
べ
き
だ
。
「
市

長
給
料
20
％
カ
ッ
ト
」
の
公
約

に
つ
い
て
、
一
連
の
経
緯
を
選

挙
の
場
で
説
明
す
る
責
任
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
正
々

堂
々
と
し
て
な
く
、
残
念
だ
。

答
弁　

公
約
は
、
社
会
経
済
情

勢
を
考
慮
し
て
決
め
た
。

質
問　

相
手
女
性
候
補
を
「
無

節
操
」
と
決
め
つ
け
侮
辱
し
た
。

市
長
の
支
援
者
で
さ
え
「
え
げ

つ
な
い
選
挙
を
し
て
い
る
」
と

言
わ
し
め
た
。

答
弁　

表
現
の
自
由
の
範
囲
だ
。

質
問　

一
党
一
派
に
偏
し
な
い

市
政
を
続
け
て
い
く
の
か
。

答
弁　

選
挙
で
は
、
政
治
家
と

し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、

行
政
の
長
と
し
て
そ
の
よ
う
な

姿
勢
を
大
切
に
し
た
い
。

質
問　

Ｉ
Ｈ
Ｉ
跡
地
開
発
は
周

辺
住
民
に
十
分
な
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

答
弁　

事
業
者
に
は
指
導
す
る
。

質
問　

田
無
駅
南
口
広
場
の
実

現
は
、
駅
南
西
部
地
域
の
積
年

の
夢
だ
。
早
急
に
進
め
よ
。

答
弁　

事
業
化
に
向
け
、
後
期

基
本
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
、

進
め
て
い
く
。

質
問　

地
域
の
力
を
育
成
せ
よ
。

答
弁　

庁
内
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
検
討
委
員
会
を
設
置
し
研

究
等
を
し
て
い
る
。
仕
組
み
づ

く
り
を
考
え
た
い
。

質
問　

こ
の
４
月
か
ら
、
妊
婦

無
料
健
診
を
５
回
か
ら
14
回
に

拡
充
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

国
の
財
源
負
担
は
２
年
間
と
限

ら
れ
て
い
る
。
国
や
東
京
都
に

２
年
間
の
時
限
を
な
く
し
、
費

用
負
担
の
全
額
を
補
助
す
る
よ

う
求
め
よ
。

答
弁　

引
き
続
き
国
や
東
京
都

に
財
源
措
置
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

国
は
、
保
育
制
度
を
改

正
し
、
市
町
村
の
保
育
実
施
義

務
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
が

問
題
だ
。
制
度
改
正
案
に
つ
い

て
の
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
弁　

保
育
所
の
質
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
保
育
行
政
の
責
務

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
新
基
準

と
な
る
か
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

質
問　

東
京
都
は
、
中
学
生
ま

で
の
就
学
児
の
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
入
院
は
無
料
、

通
院
は
上
限
を
１
回
200
円
の

自
己
負
担
と
し
て
い
る
。
こ
の

200
円
は
市
が
負
担
し
、
所
得

制
限
を
な
く
す
こ
と
を
求
め
る
。

答
弁　

所
得
制
限
が
撤
廃
で
き

る
よ
う
な
方
向
で
市
長
会
等
を

通
じ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

家
庭
用
有
料
ご
み
袋
に

つ
い
て
は
、
高
す
ぎ
る
と
い
う

市
民
意
見
が
あ
る
。
４
千
人
対

象
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

検
証
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
へ
の
諮
問
と
そ
の
答
申
を

踏
ま
え
、
使
用
料
等
審
議
会
に

諮
問
す
る
。
平
成
21
年
度
中
に

見
直
し
を
行
い
た
い
。

質
問　

調
布
保
谷
線
整
備
で
交

通
量
が
増
え
て
、
排
ガ
ス
も
増

え
る
。
対
策
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

沿
道
で
＊浮
遊
粒
子
状
物

質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
の
測
定
を
実
施

す
る
よ
う
都
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

東
京
都
が
定
め
る
大
気

汚
染
健
康
障
害
認
定
患
者
の
比

率
が
全
都
一
高
い
下
保
谷
地
域

は
、
北
風
と
南
風
が
ぶ
つ
か
っ

て
無
風
状
態
に
な
る
風
の
収
束

帯
に
当
た
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｍ
濃
度
も

全
都
一
高
い
。
１
日
の
交
通
量

が
17
万
台
の
関
越
道
、
外
環
道

が
北
側
に
あ
り
、
現
に
被
害
が

出
て
い
る
。
市
長
の
要
請
は
不

十
分
だ
。
も
う
大
型
道
路
を
つ

く
っ
て
は
だ
め
だ
。
そ
れ
以
外

に
汚
染
防
止
対
策
は
な
い
。

答
弁　

国
を
含
め
た
取
り
組
み

が
必
要
だ
。
個
人
的
な
取
り
組

み
は
で
き
る
だ
け
歩
く
、
自
転

車
に
乗
る
と
い
う
こ
と
だ
。
自

治
体
や
東
京
都
や
国
に
お
ね
だ

り
や
要
望
だ
け
を
し
て
い
て
は

問
題
の
解
決
に
な
ら
な
い
。

意
見　

17
万
台
に
４
万
台
の
上

乗
せ
は
や
め
る
べ
き
だ
。

質
問　

都
は
３
・
４
・
９
号
線

が
渋
滞
解
消
の
た
め
必
要
と
い

う
が
、
所
沢
街
道
に
混
雑
は
な

い
。
大
気
汚
染
の
元
凶
、
東
大

の
た
め
の
道
路
を
つ
く
り
、
地

域
住
民
に
責
任
を
と
れ
る
の
か
。

答
弁　

北
原
交
差
点
へ
の
交
通

量
を
分
散
で
き
る
。

意
見　

谷
戸
新
道
に
出
た
車
は

北
原
交
差
点
に
行
く
。
新
青
梅

街
道
に
向
か
う
車
で
渋
滞
し
、
北

原
、
谷
戸
周
辺
に
公
害
が
出
る
。

東伏見駅北口周辺

◆凡例：西東京自由民主党・無所属（自民・無）／無所属（無所属）／日本共産党西東京市議団（共産）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
で
景
気
刺
激
を
！

多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
て海

老
沢　

進
（
自
民
・
無
）

市
長
選
挙
を
振
り
返
る

調
布
保
谷
線
（
36
ｍ
道
路
）
整
備
は

鈴
木　

久
幸
（
自
民
・
無
）

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

遠
藤　

源
太
郎
（
自
民
・
無
）

歩
け
ば
公
害
が
な
く
な
る
の
か
！

健
康
追
求
を
お
ね
だ
り
と
い
う
の
か
！

森　

て
る
お
（
無
所
属
）

市
民
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
政
策
を

新
た
な
視
点
の
公
共
施
設
で
街
づ
く
り

稲
垣　

裕
二
（
自
民
・
無
）

子
育
て
支
援
の
充
実
で
、

安
心
し
て
産
み
・
育
て
ら
れ
る
市
政
を

保
谷　

清
子
（
共
産
）


